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要要  旨旨：本研究は，幼児期の自閉スペクトラム症(以下，ASD)児と知的障害児を育てる母

親を対象に，育児幸福感とその関連要因について明らかにするものである．ASD 児 20 名

と知的障害児 15 名を対象とした検討の結果，ASD 児と知的障害児の母親の育児幸福感に

違いはなかった．また，そのため，両群をまとめてソーシャル・サポートや就業形態など

との関係について検討した．その結果，「子どもとの絆」について就業していない母親の

方が就業している母親よりも強く認識していることが明らかとなり，障害のない子どもを

育てる母親とは異なる傾向であることが示唆された．さらに，育児幸福感とソーシャル・

サポートとの関係について検討したところ，悩みを聞いてくれるなどの情緒的サポートへ

の満足度が育児幸福感の高さに影響すると推察された．そして，ASD 児の母親が幸福感

を抱く育児場面としては子どもの笑顔や生活の様子，子どもと他者の関わりを見ることな

どが挙げられた． 
 
KKeeyy  WWoorrddss：： 育児幸福感，ソーシャル・サポート，自閉スペクトラム症， 

知的障害 
 
●  

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  

 
育児幸福感とは，母親が育児することによっ

て感じる安心，希望，喜び，感謝，同情，誇り

などの感情を総称した幸せな気持ちであり 14)，

「育児の喜び」，「子どもとの絆」，「夫への感謝

の念」の 3 因子で構成される．育児幸福感の関

連要因については，清水・関水・遠藤・落合 16)

が，フルタイムで働く母親においては，母親自

身または末子の年齢を重ねることによりいく

つかの因子で育児幸福感が高まる傾向がみら

れ，専業主婦やパートタイムの母親では，いく

つかの因子で育児幸福感が低くなる傾向がみ

られたことを報告している．このように，日本

においては就業していない母親が抱く育児へ

の束縛感や負担感といった否定的感情が，フル

タイム・パートタイムで就業している母親に比

べ有意に高いとする研究が複数みられる 9)10)22)． 
しかし，障害児者を育てる母親においてフル

タイム就労者の割合が少ないこと 3)，就労を継

続することや再就職が難しいことは欧米の研

究ですでに明らかにされている 4)．清水ら 16)の

研究により，育児中の母親の情動と就労の状況

が関連することが示されており，障害を有する

子どもの母親においても育児幸福感が就業状

況と関連することが予想される．また，障害を

有する子どもを育てる母親は一般の女性に比

べて就業率が低い 3)4)18)19)20)ことから，一般の同

年代女性に比べて育児幸福感が低い傾向がみ

られる可能性が高いと推察される． 
ところで，我が国における障害児を育てる母

親に関する研究は，母子関係のあり方や 5)，子ど

もの障害に対する母親の受容過程，育児負担感

情などに重点をおく研究が多く行われる傾向が

近年も続いている 3)．その背景としては，障害児

を育てる母親が定型発達児を育てる母親に比べ

て育児ストレスが高い 17)といわれていることが

考えられる．特に ASD 児・者と暮らす家族は，

その他の障害児・者の家族と比べて高いストレ

スを有している 23)．坂口・別府 11)は就学前の自

閉症児独自の問題として，愛着形成成立の困難

さという特徴をもつことも報告している． 
近年，障害を有する子どもを育てる母親の心

理的側面に関する研究では，ストレスなどのネ

ガティブな側面ではなく，主観的幸福感などポ
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ジティブな側面を取り上げ，ソーシャル・サポー

トとの関連を示唆するものがみられる．阿尾 1)

は，重症心身障害児・者の家族において，ソー

シャル・サポートの中でも特に家族のサポート

及び近隣者のサポートへの満足度が高いと主

観的幸福感も高いことを報告している．また，

ASD 児を育てる母親は定型発達児を育てる母

親に比べてより多くのサポート源を求めてい

ることが示されている 21)．しかし，ASD 児を

育てる母親の幸福感などのポジティブな側面

に関する研究は少なく，またソーシャル・サポ

ートなど必要とする支援についても十分に明

らかになっていない．ASD 児を育てる母親の育

児支援へとつなげるためには，まずは主観的幸

福感や育児幸福感などのポジティブな感情の

実態とその影響要因について明らかにしてい

くことが求められよう． 
 以上のことから，本研究では，幼児期にある

知的障害を併せ有する ASD 児の母親における

育児幸福感について，ASD 以外の診断を受け知

的障害を併せ有する子どもの母親との比較検

討によりその実態を明らかにすることを目的

とする．また，母親の就業状況やソーシャル・

サポートの満足度等，障害を有する子どもを育

てる母親の育児幸福感に関連する要因につい

ても検討する．なお，本研究では対象となった

人数が少数であることから，予備的検討として

位置付ける． 
 
● 

ⅡⅡ．．方方法法  

 
１１．．調調査査対対象象者者  

知的障害を併せ有する 3 歳から 6 歳の ASD
児 26 名と，対照群として ASD 以外の知的障害

の子どもを育てる母親16名に研究を依頼した． 
 
２２．．調調査査時時期期  

調査時期は 2018 年 7 月上旬～11月中旬であ

った． 
 
３３．．調調査査手手続続きき  

調査は，特別支援学校，療育機関，親の会，

大学での教育相談において，それぞれ代表者の

承諾を得て，アンケート調査用紙が配布され実

施された．  
  

４４．．質質問問紙紙のの内内容容  

質問紙は，フェイスシート，育児幸福感，ソ

ーシャル・サポート，自由記述 1 項目から構成

される． 
（１）フェイスシート 
 対象児の属性，家族構成，母親自身(年齢，現

在の就業の有無，就業形態とその形態を選択し

た理由(就業している場合)，現在の就業希望の

有無(就業していない場合)等について回答して

もらった． 
（２）育児幸福感の測定 
 清水・関水・遠藤 13)の育児幸福感尺度

(Childcare Happiness Scale，以下，CHS)短縮

版を使用した．なお，清水ら 13)は定型発達児の

母親を対象として調査を行っている．そのため，

知的障害を有する子どもの発達に考慮し，第二

因子「子どもとの絆」に含まれる「いくら叱っ

ても，お母さん大好きと言ってくると安心する」

という項目を「いくら叱っても，お母さん大好

きというような意思表示をしてくれると安心

する」という表現に変更した．また，清水ら 13)

は，第三因子を「夫への感謝」としているが，

近年，家族の在り方が多様化していることに配

慮し，感謝の対象を夫に限定しない「家族への

感謝」へと変更した．回答の際には，「家族」と

いう表現のなかに，夫，子どもの祖父母にあた

る人物，パートナー，回答者自身の兄弟姉妹な

どを含むことを明記した． 
以上のように一部改変を行った上で，「育児

の喜び」「子どもとの絆」「家族への感謝」の 12
項目を 5 件法にて回答してもらった．そして，

「あてはまる」を 5 点，「少しあてはまる」を 4
点，「どちらでもない」を 3 点，「あまりあては

まらない」を 2 点，「あてはまらない」を 1 点

の得点化を行った． 
（３）ソーシャル・サポートの測定 
 阿尾 1)のソーシャル・サポート満足度尺度を

一部改変し使用した．具体的には，対象者によ

る場面の想定が容易になるよう「利用者様」か

ら「お子様」へ文言の変更を行ったほか，家族

の在り方の多様化に配慮し配偶者・きょうだい

からのサポートに関する項目を除外した．また，

本研究の対象児に想定される利用機関やサポ

ートの選定を行い，所属機関の職員からのサポ

ート，療育機関の職員からのサポートに関する

項目の追加，及び医療的ケアに関する項目の除

外等を行った．加えて，所属機関の有無や利用

サービスの有無における個人差に配慮し，所属

または利用がない場合には「所属(利用)してい

ない」を選択できるようにする等の改変を行っ

た．これらの改変により，「近隣者のサポート」，
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「行政サービスの質」領域のほか，新たに「所

属機関による対応の質」，「療育機関による対応

の質」，「利用サービスの質」の 3 領域を設定し

た．本研究では，以上の 5 領域からなる 33 項

目を 5 件法にて回答してもらった．そして，「満

足」を 5 点，「やや満足」を 4 点，「どちらでも

ない」を 3 点，「やや不満」を 2 点，「不満」を

1 点とし，得点化を行った． 
（４）自由記述 
 「子育てをしていてどんなときに幸福感を抱

くのか」について自由記述による回答を求め，

分析用フリー・ソフトウェア KH Coder38)を用

いて共起ネットワークを作成した．なお，共起

ネットワークとは，出現パターンの似通った語，

すなわち共起の程度が強い語を線で結んだネ

ットワーク 6)である． 
  

５５．．倫倫理理的的配配慮慮  

調査の同意については，質問紙の回答及び返

送をもって調査に同意したこととした．なお，

質問紙は無記名であること，回答したくない質

問に関しては無記入で構わないこと，回答を途

中で止めても構わないことを明記した．また，

調査に協力しないこと，途中でやめることなど

によって不利益を被ることがないことも明記

した．回答のデータについては，すべて統計的

に処理し，個人の回答がそのままの形で公開さ

れることはないことを明記した．さらに，本調

査により得られたデータは，本研究のみに使用

され，研究を公表する際には個人を特定できる

ような情報は一切公表しないことも明記した． 
 
● 

ⅢⅢ．．結結果果  

  

１１．．ププロロフフィィーールル  

回収された質問紙は，35 部であった(回収率：

83.3％)．全回答数のうち，知的障害を併せ有す

る ASD 児の母親による回答は 20 部，ASD 以

外の診断を受け知的障害を併せ有する子ども

の母親による回答は 15 部であった．対象児の

属性(性別，年齢，所属，療育手帳の有無と程度)，
家族構成について(対象児を含めた兄弟姉妹の

数，対象児の出生順，兄弟姉妹のうち末子の年

齢，祖父母との同居の有無)，母親自身について

(年齢，現在の就業の有無，就業形態(就業して

いる場合)，現在の就業希望の有無(就業してい

ない場合))の結果のうち，ASD 群と非 ASD 群

についての結果を Table 1 に示した． 

２２．．子子どどもものの障障害害種種にによよるる育育児児幸幸福福感感のの差差異異  

ASD 群と非 ASD 群における育児幸福感の差

異について検討するため，各群における育児幸

福感の因子別平均得点と標準偏差を算出し，分

析を行った．その結果を Table 2 に示す． 
子どもの障害種による母親の育児幸福感の

差異について検討するため，因子別の平均得点

について t 検定を行った．その結果，第一因子

「育児の喜び」，第二因子「子どもとの絆」，第

三因子「夫への感謝」の全てにおいて有意差は

なかった．以上の結果より，以降の育児幸福感

に関する分析では，ASD 群と非 ASD 群を「知

的障害を有する子どもの母親」という 1 群とし

てまとめて分析を行った． 
 

３３．．育育児児幸幸福福感感のの関関連連要要因因  

育児幸福感に関連する要因を検討するため，

育児幸福感の因子別平均得点と標準偏差を算

出し，分析を行った．Table 3 は，対象児の性

別(男・女)，対象児を含めた兄弟姉妹の数(1 人

または 2 人・3 人以上)，対象児の出生順(長子・

第二子以降)，対象児を含む兄弟姉妹のうち末子

の年齢(1 歳～3 歳・4 歳～6 歳)，母親の年齢(30
代・40 代)のそれぞれついて，平均得点と標準

偏差を示したものである．対象児と母親の属性

が育児幸福感に与える影響について検討する

ため，これらの属性について，因子別に t 検定

を行った． 
その結果，第一因子「育児の喜び」，第二因子

「子どもとの絆」，第三因子「家族への感謝」の

全てにおいて，対象児の性別，対象児を含めた

兄弟姉妹の数，出生順，対象児を含む兄弟姉妹

のうち末子の年齢，母親の年齢のいずれによっ

ても有意差はなかった．したがって，これらの

対象児と母親の属性は，育児幸福感に影響を与

えていない可能性が示唆された． 
次に，母親の就業状況(就業している・就業し

ていない)について，育児幸福感の因子別平均得

点と標準偏差を算出した．その結果は，Table 4
の通りである．t 検定を行った結果，第一因子

「育児の喜び」と第三因子「家族への感謝」で

は，有意差がなかった．しかし，第二因子「子

どもとの絆」については，両群の得点の間に 1％
水準で有意差があり，就業していない方が就業

している母親よりも高かった(両側検定：t(33)
＝2.74, p＜.01)． 
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ASD群（N＝20） 非ASD群（N＝15)

対象児 性別 男 16 9
女 4 6

年齢 3歳 4 2
4歳 3 6
5歳 11 4
6歳 2 3

所属 特別支援学校幼稚部 17 7
（複数回答） 幼稚園 1 3

保育園 1 5
その他 1 5

療育手帳の程度 A1、1度 0 1
A2、2度 5 0
B1、3度 8 5
B2、4度 6 5
なし 0 4
その他 0 0

兄弟姉妹数 1人 6 3
（対象児を含む） 2人 8 8

3人 5 4
4人 0 0
5人 1 0

対象児の出生順 長子 9 7
第二子 8 5
第三子 3 3
第四子以降 0 0

末子年齢 0歳 0 0
1歳 2 2
2歳 2 2
3歳 4 3
4歳 3 3
5歳 7 1
6歳 1 2

祖父母との同居 有 0 1
無 20 13

非ASD群診断名 ダウン症（21トリソミー） 9
（複数回答） ルビンシュタインテイビー症候群 1

ウエスト症候群 1
ソトス症候群 1
発達遅滞または発達遅延 2
軽度知的障害 1
知的障害 1

母親 年齢 19歳以下 0 0
20代 0 0
30代 7 6
40代 13 9
50代以上 0 0

現在の就業状況 有 6 7
無 14 8

就業形態 フルタイム 2 2
（N＝6） パートタイム 2 5

自営業 2 0
在宅勤務 0 0

就業希望 はい 5 3
（N＝14） いいえ 9 5

項目

TTaabbllee  11  対対象象児児及及びび母母親親のの属属性性  
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TTaabbllee  66  育育児児幸幸福福感感のの因因子子別別平平均均得得点点ととソソーーシシャャルル・・ササポポーートト満満足足度度のの領領域域別別平平均均得得点点ととのの順順位位相相関関係係

育児の喜び 子どもとの絆 家族への感謝 N

近隣者のサポート .210 .036 .330 31
行政サービスの質 .387 -.023 .465 31
所属機関による対応の質 .489 .107 .634 29
療育機関による対応の質 -.005 -.141 .259 26

****

***

*p＜.05, **p＜.01 

平均 SD 平均 SD 平均 SD
男 4.18 1.03 3.98 1.18 4.37 0.92 25
女 4.30 0.61 3.98 0.62 4.53 0.79 10
1人／2人 4.14 1.02 3.83 1.14 4.35 1.00 25
3人以上 4.40 0.64 4.35 0.63 4.60 0.44 10
長子 4.24 1.05 3.97 1.07 4.35 1.11 16
第二子以降 4.20 0.83 3.99 1.04 4.47 0.65 19
低年齢（1歳～3歳） 4.47 1.06 4.23 1.12 4.51 1.02 15
高年齢（4歳～6歳） 4.11 0.66 3.83 0.95 4.42 0.76 16
30代 4.37 0.78 4.35 0.73 4.46 0.79 13
40代 4.13 1.00 3.76 1.15 4.39 0.94 22

母親の年齢

育児の喜び 子どもとの絆

兄弟姉妹数

出生順

家族への感謝

性別

N

末子年齢

TTaabbllee  33  対対象象児児とと母母親親のの属属性性にによよるる育育児児幸幸福福感感のの因因子子別別平平均均得得点点とと標標準準偏偏差差  

平均 SD 平均 SD
第一因子　育児の喜び 4.18 1.16 4.27 0.48
第二因子　子どもとの絆 3.99 1.23 3.97 0.76
第三因子　家族への感謝 4.38 1.03 4.47 0.64

ASD群（N＝20） 非ASD群（N＝15）

TTaabbllee  22  AASSDD群群とと非非 AASSDD群群ににおおけけるる育育児児幸幸福福感感のの因因子子別別平平均均得得点点とと標標準準偏偏差差  

TTaabbllee  44  就就業業のの有有無無にによよるる育育児児幸幸福福感感のの因因子子別別平平均均得得点点とと標標準準偏偏差差  

平均 SD 平均 SD 平均 SD
就業している 3.88 1.05 3.40 1.17 4.31 1.11 13
就業していない 4.42 0.80 4.32 0.80 4.48 0.73 22

育児の喜び 子どもとの絆 家族への感謝
N

**

**p＜.01 

 

平均 SD N 平均 SD N

近隣者のサポート 3.41 1.02 19 3.59 0.71 12
行政サービスの質 3.12 1.49 19 2.96 0.99 12
所属機関による対応の質 4.53 0.69 19 4.50 0.63 10
療育機関による対応の質 4.12 0.61 15 4.39 0.85 11

ASD群 非ASD群

TTaabbllee  55  AASSDD群群とと非非 AASSDD群群ににおおけけるるソソーーシシャャルル・・ササポポーートト満満足足度度のの領領域域別別平平均均得得点点とと標標準準偏偏差差  
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４４．．子子どどもものの障障害害種種にによよるるソソーーシシャャルル・・ササポポーートト  

満満足足度度のの差差異異  

 Table 5 は，ASD 群と非 ASD 群におけるソ

ーシャル・サポート満足度の領域別平均得点と

標準偏差を示したものである．なお，「所属機関

による対応の質」，「療育機関による対応の質」

については，所属または利用をしている場合に

のみ回答していただくよう質問紙を構成した

ため，因子により人数が異なっている．「利用サ

ービスの質」については，「利用している」また

は「利用していない」の選択により非 ASD 群

の人数が少なかったため，統計処理は行わず，

すべての分析から除外した． 
 子どもの障害種による母親のソーシャル・サ

ポート満足度の差異について検討するため，領

域別平均得点について t 検定を行った．その結

果，「近隣者のサポート」，「行政サービスの質」，

「所属機関による対応の質」，「療育機関による

対応の質」のいずれにおいても有意差はなかっ

た．以上の結果より，以降のソーシャル・サポ

ート満足度に関する分析では，ASD 群と非

ASD 群を「知的障害を有する子どもの母親」と

いう 1 群としてまとめて分析を行った． 
  

５５．．育育児児幸幸福福感感ととソソーーシシャャルル・・ササポポーートト満満足足度度のの関関連連  

ソーシャル・サポート満足度が育児幸福感に

関連するかについて検討するため，育児幸福感

の因子別平均得点とソーシャル・サポート満足

度の領域別平均得点について Spearman の順

位相関係数を算出した．その結果は，Table 6 の

通りである． 
育児幸福感の第一因子「育児の喜び」におい

て，「行政サービスの質」との間には 5％水準で

有意な相関がみられた(r＝.387, p＜.05)．また，

「所属機関による対応の質」との間には 1％水

準で有意な相関がみられた(r＝.489, p＜.01)．
「近隣者のサポート」，「療育機関による対応の

質」との間には有意な相関はみられなかった． 
育児幸福感の第二因子「子どもとの絆」にお

いて，ソーシャル・サポート満足度の全ての領

域との間で有意な相関はみられなかった． 
育児幸福感の第三因子「家族への感謝」にお

いて，「行政サービスの質」との間には 1％水準

で有意な相関がみられた(r＝.465, p＜.01)．ま

た，「所属機関による対応の質」との間にも 1％
水準で有意な相関がみられた(r＝.634, p＜.01)．
「近隣者のサポート」，「療育機関による対応の

質」との間には有意な相関はみられなかった． 
 

６６．．幸幸福福感感をを抱抱くく育育児児場場面面  

 「子育てをしていてどんなときに幸福感を抱

くのか」について，分析対象となった記述の総

抽出文と総単語数は，ASD 群において 40 文

748 語，非 ASD 群において 39 文 695 語であ

った．なお，ASD 群においては「きょうだい」

が「きょう」と「だい」に分かれて抽出された

ため，「きょうだい」という 1 語で抽出される

よう強制抽出の設定を行った．さらに，各群で

出現回数の多い単語を抽出し共起ネットワー

クを作成した結果を Fig.1，Fig.2 に示した．な

お，実線のつながりのなかでも特に太い実線は

共起の程度が強かったことを示している． 
 ASD 群においては，「子供(子ども)」や「見

る」の出現数が多く，「笑顔」，「成長」，「感じる」，

「きょうだい」等も複数出現していた．また，

「子供(子ども)」と「見る」，「成長」と「感じ

る」，「姿」と「寝顔」，「きょうだい」と「仲良

く」，「親」と「大変」「人」「場面」，「幸せ」と

「障害」「多い」「思う」，「安心」と「考える」

の間に太い実線がみられた．「子供(子ども)」，
「見る」の 2 語と「笑顔」はネットワークを作

っており，子どもの笑顔を見ることに関する回

答が多くみられた．「寝顔」と「姿」も独自にネ

ットワークを作っており，寝る，食べる等の子

どもの姿を見ることに関する記述もみられた．

また，「成長」と「感じる」の 2 語もネットワー

クを作っており，『子供(子ども)の成長を感じた

とき』という記述が多くみられた．そのほか多

かった「きょうだい」，「遊ぶ」，「仲良く」は 3
語でネットワークを作っており，『きょうだい

で仲良くしている，遊んでいるとき』や『きょ

うだいとの関わりを見たとき』等の記述がみら

れた．「親」，「場面」，「人」が作るネットワーク

においては，『親以外の人からの働きかけに応

える，関わりを持とうとする姿を見る』ことや

『相手の表情，場面を見て共感できているとき』

といった記述が複数みられた．「幸せ」と「障害」

は互いに太い実線で結ばれており，『障害のあ

るなしは関係ないと思える』や，『子育てに幸せ

を感じられるのは障害の軽さが理由では』とい

った記述がみられた． 
 非 ASD 群においては，「笑顔」や「大変」，

「食べる」，「ご飯」の出現数が多く，「感じる」，

「思う」，「幸福」，「笑う」，「元気」等も複数出

現していた．また，「一緒」と「感じる」，「大変」

と「見る」，「ご飯」と「時間」，「幸福」と「抱

く」の間に太い実線がみられた．「笑顔」は「毎

日」とネットワークを作っていた．また，別な 
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FFiigg..11子子育育ててををししてていいてて幸幸福福感感をを抱抱くく場場面面((AASSDD群群))  

FFiigg..22子子育育ててををししてていいてて幸幸福福感感をを抱抱くく場場面面((非非 AASSDD群群))  
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ネットワークに存在している「笑う」について

も，『子どもが笑ってくれているとき』など子ど

もの笑顔に関する記述がみられたほか，同じネ

ットワーク上に存在する「元気」と併せて『子

どもが笑って元気でいてくれるとき』という記

述もみられた．「病気」を含む記述としては，『病

気であった時期がある分，元気に過ごしている

ことには普通以上に幸福感を抱いていると思

う』といった記述が複数みられた．そのほか多

くみられた「ご飯」については，『みんなでご飯

を食べたり，お風呂に入ったり，当たり前のこ

とをしているとき』，別のネットワークに存在

している「食べる」や「寝る」については『毎

日ご飯をたくさん食べてくれる』，『穏やかな表

情で寝ているとき』等が挙げられていた．また，

「楽しい」，「表情」については，『子どもが楽し

そうに生き生きとした表情をしているとき』や

『きょうだいどうしで楽しさをともに感じて

いるとき』といった記述がみられた．「喜ぶ」に

ついては，『祖父母が子どもの成長を喜んでく

れたとき」等，家族や子ども自身の喜ぶ様子が

回答者の幸福感に繋がっている記述がみられ

た．また，「喜ぶ」は「今」とネットワークを作

っており，「今までできなかったことができる

ようになったとき」のような，子どもの成長に

対する嬉しさも記述されていた． 
 
● 

ⅣⅣ．．考考察察  

 
 本研究により，3 歳から 6 歳の知的障害を併

せ有する ASD 児を育てる母親の育児幸福感と，

ASD 以外の診断を受け知的障害を併せ有して

いるか，または，知的障害のみを有する子ども

を育てる母親の育児幸福感の間には，顕著な違

いはないことが示された．柳澤 23)は，特に ASD
児・者と暮らす家族は，その他の障害児・者の

家族と比べて高いストレスを有していること

を報告しているが，本研究における結果は，ス

トレスと育児幸福感は互いに直接的に影響し

あうものではない可能性を示唆するものとな

った．このことに関連し，定型発達児を育てる

母親を対象とした先行研究では，清水・関水・

遠藤・落合 15)によって育児ストレスは直接的に

は育児幸福感に影響しないと考えられるとの

報告がなされているが，障害を有する子どもを

育てる母親の育児幸福感については，育児幸福

感を構成する要素に関する具体的調査も含め

たより詳細な検討が必要であるといえよう． 

 対象児と母親の属性と育児幸福感の関連に

ついては，対象児の性別，対象児を含めた兄弟

姉妹の数，出生順，対象児を含む兄弟姉妹のう

ち末子の年齢，母親の年齢のいずれも有意差は

なかった．清水ら 16)は，CHS と末子年齢及び

母親の年齢の関連について勤務形態別に検討

し，母親や末子の年齢が上がるにつれ，母親の

心のゆとりが生まれ幸福感が高まる因子と，負

の影響を受ける因子があることを明らかにして

いる．しかし，本研究においては，調査対象者が

少なく勤務形態別に育児幸福感と末子年齢の関

連について検討することはできなかった． 
母親の就業の有無については，第二因子「子

どもとの絆」において，就業していない群の平

均得点が就業している群の平均得点に比べて

有意に高かった．また，第一因子「育児の喜び」，

第三因子「家族への感謝」についても，有意差

はなかったものの，就業している群に比べて就

業していない群の平均得点がやや高い傾向に

あり，知的障害を有する子どもを育てる母親に

おける育児幸福感と就業状況には関連がある

ことが示唆された．先行研究においては，清水

ら 16)が，子育て中にフルタイム従事する母親に

おける母親本人や子どもの成長と育児幸福感

とのポジティブな関係を示唆している．また，

就業していない母親が抱く育児へ否定的感情

が，就業している母親に比べ有意に高いとする

研究も複数みられる 9)10)22)．しかし，本研究に

おける結果は，これらの先行研究の結果とは異

なり，就業していない母親の方が「子どもとの

絆」を強く感じる結果となった．この原因につ

いては本研究結果からは明らかにできないが，

知的障害を有する子どもを育てる母親と障害

のない子どもを育てる母親において，就業の有

無が育児幸福感に与える影響は異なっている

と考えられる． 
母親及び対象児の属性と育児幸福感の関連

については，今後，地域性にも考慮しながら対

象者を増やしたうえで検討を重ねていく必要

があろう． 
 育児幸福感とソーシャル・サポート満足度の

領域別平均得点の関連については，ソーシャ

ル・サポート満足度の「行政サービスの質」領

域，「所属機関による対応の質」領域の得点が高

いと育児幸福感の第一因子「育児の喜び」と第

三因子「家族への感謝」の得点が高くなること

が示唆された．したがって，ソーシャル・サポ

ートのなかでも，「行政サービスの質」と「所属

機関の対応の質」は知的障害を有する子どもを
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育てる母親の育児幸福感に関連する要因の1つ

であると考えられる．香川・西田・徳脇・長嶺・

赤沢・難波・松本 7)は，通園事業，通園施設を

利用する乳幼児の母親が，「療育・訓練などを行

う施設の職員」と「自分の両親」について，養

護学校に通う児童の母親が，「学校の職員」と

「夫」について，とても役に立つと回答したこ

とを報告した．本研究では特別支援学校幼稚部

に所属している子どもの母親も含まれていた

ことから，香川ら 7)による児童の母親について

の報告のとおり，「所属機関による対応の質」へ

の満足度が影響していたと推察される． 
 自由記述において出現数の多かった語とそ

れらが形成する共起ネットワークより，本研究

の ASD 群においては，育児場面のなかでも子

どもの笑顔や生活の様子，子どもの成長の実感

や家族との共有が幸福感をもたらしているこ

とが示唆された．また，子どもたちが仲良くし

たり関わりを持ったりしている場面や，子ども

が何かをできたときについても幸福感をもた

らす場面の 1 つであると推察される． 
 坂口ら 11)は，自閉症児独自の問題を考えたと

きに重要な側面の 1 つとして，就学前の自閉症

児は愛着形成成立の困難さという特徴をもつ

ことがあると述べている．また，ASD は主徴候

として社会的コミュニケーションおよび対人

的相互反応の障害や行動，興味，活動の限局さ

れた反復的な様式のある障害である 2)．本研究

における ASD 群についての結果は，子ども同

士の関わりや，子どもと他者の関わり，子ども

から回答者自身への関わり等の場面において

幸福感を抱いていることから，ASD の特徴に関

連するものであることが推測される． 
 非 ASD 群においても，ASD 群と同様に，子

どもの笑顔や元気な様子，楽しそうな様子，き

ょうだいとの関わりを見ること，日常生活のな

かの食事や睡眠，入浴の場面での子どもの様子，

一緒に何かをすることに幸福感を抱いている

ことが推察される． 
 本研究においては，幸福感を抱く育児場面と

子どもの有する障害との関連が示唆された．そ

の一方で，清水・伊勢 12)により分類された定型

発達児の母親が育児幸福感を感じる際の事情14
項目には，「子どもの成長・発達・健康」や「子

どものしぐさ」等が含まれており，本研究で得ら

れた記述は必ずしも障害を有する子どもの母親

特有のものではなく，育児をする母親が共通し

て感じるものでもあることが推測される． 
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